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レガシーモダナイゼーション実践に向けた技術開発

坂田 祐司1

概要：数十年稼働してきたレガシーシステムを、ビジネス上の変化への迅速な対応や保守コストの削減を
目的とし刷新する、レガシーモダナイゼーションの需要が高まっている。対象となるシステムは、ビジネ
ス上非常に重要である場合が多く、失敗が許されない場合が多い。しかし、レガシーモダナイゼーション
は、複雑化したアーキテクチャや既存設計書の陳腐化などの理由から非常に困難であることも事実である。
当技術セミナーでは、レガシーモダナイゼーションにおいて現実に直面する課題を示し、その解決にソフ
トウェア工学の技術をどのように活用したのか、また、どのような課題の解決が未だ期待されているのか
について紹介する。
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